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雲仙市議会だより●85号（令和6年11月）

P４ 令和５年度 決算注目事業
P８ 常任委員会報告
P13 市政を問う「一般質問」
P19 議会のうごき

主な内容主な内容

令和元年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【揺れる水鏡／撮影場所：小浜町 白雲の池】

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？

委 員 長　大山 真一　　
副委員長　矢﨑 勝己
委　　員　上田 　篤、平野 利和
　　　　　坂本 弘樹、藤本 淳次郎

議会広報編集特別委員会

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

11月21日（木）～
　 12月12日（木）です

令和6年第４回雲仙市議会定例会の
会期日程（案）は

■一般質問　１１月２５日（月）～ ２８日（木）        
■議案質疑　１２月２日（月）
■委員会

※一般質問の日程は、質問者数など
により変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、
議場へ足をお運びください。

文教厚生常任委員会　１２月３日（火）
産業建設常任委員会　１２月３日（火）・４日（水）
総務常任委員会　　　１２月４日（水）

市議会にタブレットを導入しました！
　令和６年第３回定例会から、市議会にタブ
レットを導入しました。導入の経緯としては、
令和４年３月23日に設置した「議会活性化
特別委員会」において調査や検討を重ねまし
た。タブレットの活用については、議会運営
や議員活動の効率化において大変便利で活用
のメリットが大きいとの判断から、紙資料と
併用で導入することにしました。

　タブレットでは、クラウドに保存した議案
や参考資料などの閲覧やインターネットによ
る情報収集など必要な情報をすぐに調べるこ
とができます。
　将来的には紙資料を削減していくことや、
オンラインによる研修・会議への利用など議
会活動の活性化につなげていきたいと思いま
す。

　暑い暑い夏がやっと終わり、過ごし
やすい季節となりました。皆様いかが
お過ごしでしょうか。
　秋の収穫も終わり、11月23日は勤
労感謝の日です。宮中では宮中祭祀の
一つである新嘗祭が執り行われます。
労働と秋の実りに感謝し、美味しい新
米を味わいましょう。
　今度はすぐに寒い冬がやってきます。
新型コロナ、インフルエンザなどの感
染症が気がかりな季節となりますの
で、万全な体調で冬に備えましょう。

（坂本 弘樹）
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歳入総額
330億
1,957万円

歳入総額
330億
1,957万円

総務費
47億7,245万円
  （14.9％）

歳出総額
320億
3,223万円万円

民生費
111億3,705万円
  （34.7％）依存財源

237億5,423万円
  　　　（72.0％）

自主財源
92億
 6,534万円
    （28.0％）

市税
40億4,875万円
  （12.3％）

決算
令和5年度

一 般 会 計 歳 出 ［前年度との比較 0.1％の増】
320億3,223万円320億3,223万円

　市債（地方債）と言われるものですが、自
治体が学校・道路・橋などを整備する資金
を調達するために、国や銀行から借り入れ
るお金です。多額の出費がある場合や、将
来の世代にも経費を負担させることが公平
な場合などに借り入れることができます。

市民1人当たりの借金
51万7,289円

 積立金（基金）と言われるものですが、一
般の家庭において、出産や進学などに備え
て積み立てておく貯金と基本的には同じも
ので、特定の目的や将来の出費などに備え
て蓄えています。

市民1人当たりの貯金
52万975円

決算の内訳

雲仙市の借金と貯金
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（億円）

借金

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

貯金

衛生費
23億2,627万円
  （7.3％）

農林水産業費
29億1,392万円
  （9.1％）

予防接種・健診、ごみ処
理などにかかったお金

高齢者、障がい者および児童
福祉などにかかったお金

庁舎（支所）整備や自治会活動の支援、
定住促進などにかかったお金

公債費
37億6,780万円
  （11.8％）

市債として借りた
お金の返済など

教育費
20億3,837万円
  （6.4％）

教育費
20億3,837万円
  （6.4％）

消防費ほか
14億9,666万円
  （4.6％）

道路・河川整備維
持にかかったお金

土木費
22億4,636万円
  （7.0％）

農業、林業および水産業
振興にかかったお金

商工費
13億3,335万円
  （4.2％）

小・中学校およびスポ
ーツ施設などの維持管
理にかかったお金

地方交付税
117億7,243万円
  （35.7％）

市債
23億
420万円
  （7.0％）

23億
420万円
  （7.0％）

国庫
支出金
51億
7,387万円
  （15.7％）

行政格差をなくすため
国から交付されたお金

自主財源…市で集めたお金
依存財源…国・県・借入金に
　　　　　頼ったお金

使用料および
手数料ほか
19億2,465万円 
  （5.7％）

繰越金
14億5,425万円 （4.4％）

国や銀行から
借りたお金

国からの補助金など

県からの補助金など

県支出金
31億1,061万円
  （9.4％）

地方譲与税ほか
13億9,312万円
  （4.2％） 市民税、固定資産税など

市民等から納められた税金

繰入金
18億3,769万円 （5.6％）

令和4年度の決算
で繰り越されたお金

基金から繰り入れたお金

歳出歳入

市債 基金
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　市の予算がきちんと執行されたか、各常
任委員会で慎重に審査し、すべての会計決
算を認定しました。
　その中で、議会が注目した目玉事業を紹
介します。
　決算額は、令和5年度のみの金額であり、
全体事業費ではありません。

決算令和　　年度令和　　年度5

　高性能生産施設の整備とあわせて、収益性を
高める生産資材や高性能機械の導入に対して支
援しました。

2億9,586万円

産地生産基盤
パワーアップ事業
産地生産基盤
パワーアップ事業

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を目的として、経
営が不安定な就農直後（５年以内）の所得を確保するため
の農業次世代人材投資資金（経営開始型）を交付しました。

対象数
新規就農（個人）
 　 〃　 （夫婦）

区　分 補助単価
19人
1組

150万円
225万円

2,892万円
農業次世代人材投資事業農業次世代人材投資事業

　ワイヤーメッシュ柵や電気柵などの設置およ
びイノシシ等捕獲報奨金を支給し、広域的にま
とまりをもった防護対策を講じました。

ワイヤーメッシュ・電気柵 68,263m
1,873頭
89頭
2頭

419羽
60羽
278羽

事業区分

捕獲報奨金（イノシシ）
　 〃　（アナグマ）
　 〃　（アライグマ）
　 〃　（カモ）
　 〃　（カラス）
　 〃　（ヒヨドリ）

実　績7,669万円

イノシシ等被害防止
対策事業
イノシシ等被害防止
対策事業

　食費など物価高騰の影響を受ける低所得子育て
世帯（ひとり親世帯）に対して、生活支援特別給
付金を支給しました。（対象児童１人当たり５万円）

児童扶養手当など受給者
家計急変者
合　計

児　童 支給額
492人
19人
511人

2,460万円
95万円

2,555万円

区　分 受給者
306人
11人
317人

2,639万円

低所得子育て世帯
特別給付金（ひとり親）
低所得子育て世帯
特別給付金（ひとり親）

　安心して出産・子育てができるように、妊娠届出時から
妊産婦に寄り添い、必要な支援につなげる伴走型相談支援
とあわせて、妊娠届と出生届後に経済的支援を行いました。

R4.4.1～R5.2.28までに出生届をされた人
R4.4.1以降に妊娠届のみをされた人
R5.3.1以降に出生届をされた人

給付額 給付件数
10万円
5万円
5万円

49件
270件
220件

区　分

2,953万円
出産・子育て応援事業出産・子育て応援事業

　乳幼児、子ども、障がい者、ひとり親家庭に
おける親と子および寡婦に対し、医療費の一部
を支給しました。

区　分
乳児・幼児

申請件数

母・子
父・子
寡婦
子ども

合　計

30,534件
5,717件

0件
430件

87,616件

27,501件
障がい者 23,434件

2億1,195万円
福祉医療費支給事業福祉医療費支給事業

　各種事業を行うために過去に借り入れた地方債元金の償還や、
将来の地方債償還費の負担を軽減するために、翌年度以降に償還
する予定であった償還費の一部について繰上償還を行いました。

6億4,270万円

30億7,956万円定時償還元金
繰上償還元金
定時償還元金
繰上償還元金

　75歳以上の人、または65歳以上で後期高齢者
医療保険に加入している人を対象に、生活習慣病
などの予防のため、健康診査を実施しました。

対象者数
令和5年度
令和4年度

年　度 受診者数 受診率
7,836人
7,747人

1,791人
1,747人

22.9％
22.6％

1,788万円

後期高齢者
健診事業
後期高齢者
健診事業

　ふるさと納税による寄附金の増と雲仙市のＰＲを行うため、
返礼品を市特産品などから選べるふるさと納税ポータルサイト
を運用し、インターネットなどを通して寄附を受け入れました。

「ふるさと応援寄附金」

「企業版ふるさと納税」

85,531件 ９億9,081万円
4企業
1企業

500万円
物納寄附

15億6,788万円
ふるさと応援推進事業ふるさと応援推進事業

　子育て環境を充実させ、本市への移住・定住を促進す
るため、既存施設を活用した全天候型の子どもの遊び場
の整備に向けて、基本計画・基本設計を策定しました。

1,416万円
子どもの遊び場整備事業子どもの遊び場整備事業

　「チョイソコうんぜん」を市内全域で運行する
ことにより、地域における市民、特に高齢者など
交通弱者の移動手段の確保を図りました。

年　度
令和5年度

利用者数（延べ）

令和4年度
20,715人
15,448人

4,092万円

オンデマンド型乗り合い
送迎サービス事業
オンデマンド型乗り合い
送迎サービス事業
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令和６年　第３回定例会の概要

令和６年度　一般会計補正予算（第２・３号）の主な事業

9億5,499万円の増額補正（第2・３号）で、
 　　　　　　補正後予算額は３33億5,109万円

養殖魚赤潮被害緊急対策事業（令和６年）【新規】4億3,674万円
【事業目的】

【事業内容】

　令和６年６月から発生した橘湾の赤潮被害を受けた養殖業者に対し、代替魚導入
や今後の赤潮被害軽減対策の経費について支援する。

①対象経費：へい死した養殖魚の代替魚導入経費
　　　　　　赤潮被害軽減対策に係る経費
②補 助 率：県 1/3、市 1/3

繰上償還元金【新規】 4億3,050万円
【事業目的】

【事業内容】

　民間金融機関から過去に借り入れた地方債（市債）について繰
上償還を行うことで後年度の公債費負担を軽減し、健全な財政運
営を図る。

　地方財政法第７条第１項の規定に基づき、令和５年度の決算によ
り生じた剰余金にて、地方債（市債）を繰上償還する。
【内訳】  民間金融機関分　14件
【参考】利 子 軽 減 額　1,418万円

県営港湾施設整備事業負担金【新規】 5,939万円
【事業目的】

【事業内容】

　港湾の整備を推進するため、長崎県が事業主体と
なり実施する港湾施設整備事業について、事業費の
一部を負担し、自然災害による被害の防止・減災や
港湾施設の機能強化を図る。

①事業主体：長崎県
②実施箇所：千々石塩屋海岸　護岸改良、測量設計
　　　　　　多比良港海岸（２カ所）護岸改良、測量設計　
　　　　　　多　比　良　港　埋立工 4,600㎥、緑地撤去 1,570㎡
　　　　　　　　　　　　　　岸壁整備、第２可動橋（改良） など
　　　　　　小　　浜　　港　護岸（改良）など

賛　　否　　表
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○令和５年度雲仙市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定

結

　
　
　果

表

　決

　数

認定 15:2

議席番号
※本会議において否決および賛否
　が分かれた議案について掲載し
　ています。

議案番号 事　　　件　　　名 議決結果

報告 第 11 号 令和５年度雲仙市決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告
について -

報告 第 12～14 号 放棄した債権の報告について -

報告 第 15 号 専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） -

報告 第 55 号 雲仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

報告 第 56 号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 57・58 号 市道路線の認定について 原案可決

議案 第 59 号 令和６年度雲仙市一般会計補正予算（第３号）案について 原案可決

認定 第  1  号 令和５年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定 第  2  号 令和５年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定 第  3  号 令和５年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定 第  4  号 令和５年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定 第  5  号 令和５年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定 第  6  号 令和５年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定 第  7  号 令和５年度雲仙市水道事業会計決算認定について 認　　定

認定 第  8  号 令和５年度雲仙市下水道事業会計決算認定について 認　　定

令和６年第 3回雲仙市議会定例会　議決結果
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常任委員会報告
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政
課
・
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産
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課

今
後
の
市
の
財
政
運
営

問
今
後
ま
す
ま
す
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し
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政
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営
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ら
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て
い
く
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、
財
務
部
と
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て
ど
の
よ

う
に
考
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て
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る
の
か
。

各
種
使
用
料
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種
補
助
金
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し
、
市
有
地
の
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却
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ど
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る
財
源
確
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、
公
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施
設
の
統
合
や
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減
な
ど

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
多
く
の
市
有
地
を
公
売
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る
こ
と
を
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在
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市

民
に
周
知
で
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で
い
く
。

答

政
策
企
画
課

公
共
交
通
対
策
事
業

問
島
原
鉄
道
の
今
後
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
る
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

県
が
主
導
で
島
原
鉄
道
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の
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協
議
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近
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下
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へ
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転
換
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３
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の
案
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現
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、
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者
に
受
診
を

勧
め
て
も
ら
う
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
た
。
治
療
と
健
診

は
違
う
と
い
う
こ
と
を
市
民

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
も
受
診
率
を
上
げ
る
た
め

に
様
々
な
努
力
を
し
て
い
く
。

答問答

危
機
管
理
課

無
線
機
器
整
備
事
業

問

各
家
庭
に
防
災
無
線
の
戸
別

受
信
機
が
貸
与
さ
れ
て
い
る

が
、
引
っ
越
し
や
死
亡
な
ど

で
使
用
し
な
く
な
っ
た
戸
別

受
信
機
の
状
況
把
握
は
し
て

い
る
の
か
。

住
所
異
動
な
ど
を
さ
れ
る
場

合
、
戸
別
受
信
機
の
返
却
の

確
認
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
今
後
は
住
所
異
動
の

手
続
き
の
際
に
戸
別
受
信
機

の
返
却
に
つ
い
て
確
認
・
指

導
を
す
る
よ
う
に
す
る
。

公
費
を
投
じ
て
戸
別
受
信
機

を
貸
与
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

無
駄
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
事
務
手
続
き
を
徹
底
し

て
ほ
し
い
。

答

地
域
づ
く
り
推
進
課

定
住
促
進
対
策
事
業

問

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
移
住
者
数
へ
の
効

果
は
出
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
の
移
住
者
の
実

績
と
し
て
、
市
外
か
ら
移
住

を
さ
れ
た
方
は
１
４
４
世

帯
、
２
７
７
人
で
あ
り
、
令

和
４
年
度
の
２
５
０
人
と
比

較
す
る
と
移
住
者
数
と
し
て

は
増
加
し
て
い
る
。

答

現地視察（防災対策システム整備事業）

常任委員会報告

文
教
厚
生

小
田
　
孝
明

松
尾
　
文
昭

深
堀
　
善
彰

林
田
　
哲
幸

藤
本
淳
次
郎

坂
本
　
弘
樹

委
員
長

副
委
員
長

委員会

学
校
教
育
課

全
国
学
力
調
査

問

全
国
学
力
調
査
と
の
比
較
で

市
平
均
が
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
教
育
委
員

会
で
は
今
後
ど
の
よ
う
な
改

善
を
進
め
る
の
か
。

各
種
学
力
調
査
を
検
証
軸
と

し
て
、
結
果
を
分
析
し
、
指

導
改
善
し
た
り
子
ど
も
た
ち

に
し
っ
か
り
学
ば
せ
た
り
と

い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
７
年
度
以
降
は
、

全
て
の
学
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
教
員
の
研
修
会
で
あ
る

校
内
研
修
に
指
導
主
事
が
積

極
的
に
関
わ
り
、
授
業
改
善

の
研
究
を
推
進
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

答

子
ど
も
支
援
課

送
迎
用
バ
ス
安
全
装
置

導
入
支
援
事
業

問

保
育
園
等
の
送
迎
用
バ
ス
に

つ
い
て
、
安
全
装
置
の
導
入

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

各
園
が
持
っ
て
い
る
送
迎
用

の
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
全
て

安
全
装
置
の
導
入
が
済
ん
で

い
る
。

答

現地視察（吾妻中学校校舎外壁改修工事）

意
見
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総
　務

小
畑
　
吉
時

元
村
　
康
一

上
田
　
　
篤

酒
井
　
恭
二

山
本
　
松
一

平
野
　
利
和

渡
辺
　
勝
美

委
員
長

副
委
員
長

委員会

財
政
課
・
財
産
管
理
課

今
後
の
市
の
財
政
運
営

問
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
く
中

で
、
財
務
部
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

各
種
使
用
料
や
各
種
補
助
金

の
見
直
し
、
市
有
地
の
売
却

な
ど
に
よ
る
財
源
確
保
、
公

共
施
設
の
統
合
や
削
減
な
ど

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
多
く
の
市
有
地
を
公
売

す
る
こ
と
を
現
在
検
討
中
で

あ
り
、
可
能
な
限
り
早
く
市

民
に
周
知
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

答

政
策
企
画
課

公
共
交
通
対
策
事
業

問
島
原
鉄
道
の
今
後
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
る
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

県
が
主
導
で
島
原
鉄
道
活
性

化
検
討
部
会
を
設
置
し
、
そ

の
中
で
協
議
を
し
て
い
る
。

直
近
で
は
令
和
６
年
３
月
15

日
に
開
催
さ
れ
、
鉄
道
の
上

下
分
離
、
一
部
存
続
、
路
線

バ
ス
へ
の
転
換
の
３
つ
の
案

に
つ
い
て
実
現
性
や
利
便
性
、

事
業
性
な
ど
の
面
か
ら
比
較

や
分
析
を
行
い
、
令
和
６
年

度
中
に
方
針
を
決
定
す
る
と

の
説
明
が
あ
っ
て
い
る
。

答

環
境
政
策
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

問
回
収
し
た
資
源
の
売
り
上
げ

よ
り
も
、
回
収
に
要
す
る
費

用
が
大
き
い
が
、
無
償
で
市

内
の
資
源
を
回
収
し
て
い
る

民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者

が
あ
る
。
こ
の
事
業
者
の
活

用
を
市
と
し
て
促
す
考
え
は

な
い
の
か
。

民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者

を
活
用
で
き
れ
ば
、市
の
財

政
的
な
負
担
も
軽
減
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
民
間

の
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
し

て
い
き
た
い
。

答

総
合
窓
口
課

特
定
健
診

問
特
定
健
診
の
受
診
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

対
象
者
８
２
９
９
人
の
う
ち
、

受
診
者
が
３
２
１
５
人
で
受

診
率
は
38
・
７
％
で
あ
る
。

医
療
機
関
を
定
期
的
に
受
診

し
て
い
る
た
め
、
健
診
を
受

診
し
な
い
人
も
多
い
の
で
は

な
い
の
か
。

昨
年
度
、
市
内
の
医
療
機
関

を
訪
問
し
、
医
師
と
面
談
し

て
健
診
未
受
診
者
に
受
診
を

勧
め
て
も
ら
う
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
た
。
治
療
と
健
診

は
違
う
と
い
う
こ
と
を
市
民

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
も
受
診
率
を
上
げ
る
た
め

に
様
々
な
努
力
を
し
て
い
く
。

答問答

危
機
管
理
課

無
線
機
器
整
備
事
業

問

各
家
庭
に
防
災
無
線
の
戸
別

受
信
機
が
貸
与
さ
れ
て
い
る

が
、
引
っ
越
し
や
死
亡
な
ど

で
使
用
し
な
く
な
っ
た
戸
別

受
信
機
の
状
況
把
握
は
し
て

い
る
の
か
。

住
所
異
動
な
ど
を
さ
れ
る
場

合
、
戸
別
受
信
機
の
返
却
の

確
認
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
今
後
は
住
所
異
動
の

手
続
き
の
際
に
戸
別
受
信
機

の
返
却
に
つ
い
て
確
認
・
指

導
を
す
る
よ
う
に
す
る
。

公
費
を
投
じ
て
戸
別
受
信
機

を
貸
与
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

無
駄
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
事
務
手
続
き
を
徹
底
し

て
ほ
し
い
。

答

地
域
づ
く
り
推
進
課

定
住
促
進
対
策
事
業

問

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
移
住
者
数
へ
の
効

果
は
出
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
の
移
住
者
の
実

績
と
し
て
、
市
外
か
ら
移
住

を
さ
れ
た
方
は
１
４
４
世

帯
、
２
７
７
人
で
あ
り
、
令

和
４
年
度
の
２
５
０
人
と
比

較
す
る
と
移
住
者
数
と
し
て

は
増
加
し
て
い
る
。

答

現地視察（防災対策システム整備事業）

常任委員会報告

文
教
厚
生

小
田
　
孝
明

松
尾
　
文
昭

深
堀
　
善
彰

林
田
　
哲
幸

藤
本
淳
次
郎

坂
本
　
弘
樹

委
員
長

副
委
員
長

委員会

学
校
教
育
課

全
国
学
力
調
査

問

全
国
学
力
調
査
と
の
比
較
で

市
平
均
が
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
教
育
委
員

会
で
は
今
後
ど
の
よ
う
な
改

善
を
進
め
る
の
か
。

各
種
学
力
調
査
を
検
証
軸
と

し
て
、
結
果
を
分
析
し
、
指

導
改
善
し
た
り
子
ど
も
た
ち

に
し
っ
か
り
学
ば
せ
た
り
と

い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
７
年
度
以
降
は
、

全
て
の
学
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
教
員
の
研
修
会
で
あ
る

校
内
研
修
に
指
導
主
事
が
積

極
的
に
関
わ
り
、
授
業
改
善

の
研
究
を
推
進
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

答

子
ど
も
支
援
課

送
迎
用
バ
ス
安
全
装
置

導
入
支
援
事
業

問

保
育
園
等
の
送
迎
用
バ
ス
に

つ
い
て
、
安
全
装
置
の
導
入

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

各
園
が
持
っ
て
い
る
送
迎
用

の
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
全
て

安
全
装
置
の
導
入
が
済
ん
で

い
る
。

答

現地視察（吾妻中学校校舎外壁改修工事）

意
見
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観
光
物
産
課

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

問

協
議
会
負
担
金
の
こ
れ
ま
で

の
支
出
額
の
累
計
は
ど
の
く

ら
い
な
の
か
。

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議

会
へ
は
平
成
20
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
の
16
年
間
で

約
９
２
１
０
万
円
の
負
担
金

を
支
出
し
て
い
る
。

派
遣
人
件
費
を
合
わ
せ
る
と

２
億
円
以
上
の
支
出
を
し
て

い
る
が
費
用
対
効
果
が
無
い
。

本
協
議
会
を
脱
退
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

以
前
か
ら
そ
の
費
用
対
効
果

に
懸
念
を
も
っ
て
お
り
、
現

状
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
ず
選
択
肢

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク

協
議
会
の
組
織
の
在
り
方
も

含
め
、
整
理
を
し
て
み
た
い
。

答問答

企
業
誘
致
推
進
室

企
業
誘
致
用
地
整
備
事
業

問

国
見
多
比
良
地
区
整
備
事
業

の
工
業
用
水
道
水
源
調
査
な

ど
の
内
訳
と
業
者
決
定
は
ど

の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
の
か
。

多
比
良
港
工
業
団
地
の
井
戸

水
源
取
水
可
能
量
検
討
業
務

が
８
９
１
万
１
千
円
で
あ
り
、

土
黒
川
工
業
用
水
道
水
源
調

査
業
務
が
６
２
４
万
１
千
円

で
あ
る
。
工
業
用
水
道
事
業

基
本
計
画
業
務
が
１
１
７
７

万
円
で
あ
り
、
全
て
入
札
に

よ
り
委
託
業
者
を
決
定
し
て

い
る
。

答

現地視察（国見町神代小路）

委員会行政調査報告

文教厚生常任委員会 令和６年７月９日～11日 研修
研
修

　
鴨
川
市
人
口
約
３
万
２
千
人
の
旧
長
狭
町

地
区
に
お
い
て
、
平
成
21
年
４
月
に
３
校
の

小
学
校
が
合
併
し
、
長
狭
中
学
校
と
の
小
中

一
貫
「
長
狭
学
園
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
開

校
当
時
は
小
中
学
生
合
計
３
０
０
人
、
現
在

は
約
１
６
０
人
で
あ
る
。
取
組
概
要
と
し
て

小
学
校
５
年・
６
年
の
国
語
、
算
数
、
理
科
、

英
語
、
体
育
の
授
業
に
中
学
校
の
教
員
が
担

任
と
一
緒
に
入
り
、
よ
り
専
門
的
な
授
業
が

展
開
で
き
て
い
る
。
小
学
校
の
教
員
も
中
学

生
の
音
楽
、
体
育
や
部
活
動
に
入
り
教
員
同

士
の
精
神
的
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま

で
同
時
に
学
校
行
事
を
行
う
こ
と
で
、
児
童

生
徒
の
縦
の
つ
な
が
り
が
し
っ
か
り
で
き
て

く
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

小中一貫教育の取り組み 千葉県鴨川市

中学校運動部活動の地域移行の推進に向けた取り組み 埼玉県さいたま市

　
運
動
部
活
動
人
数
の
減
少
に
よ
り
近
隣
の

中
学
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
大
会
に
出
場
す

る
学
校
が
全
体
で
59
校
の
う
ち
50
校
で
あ

る
。
ま
た
、
顧
問
と
し
て
校
務
と
の
両
立
が

負
担
と
な
っ
て
い
る
教
員
が
７
割
い
る
こ
と

か
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
国
の
補
助
金
を
活

用
し
、
野
球
部
な
ど
外
部
指
導
者
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
指
導
派
遣
な
ど
、
ま
た
教
職
員

の
Ｏ
Ｂ
や
地
域
の
人
を
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
採
用
し
指
導
を
行
っ
て
い
る
。「
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
」「
生
徒

の
技
術
が
上
達
し
た
」
ほ
か
、
外
部
指
導
者

の
指
導
に
62
％
が
肯
定
的
な
回
答
で
あ
っ

た
。
た
だ
今
後
は
市
の
予
算
や
保
護
者
の
受

益
負
担
な
ど
問
題
が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
１
９
６
３
年
、
京
葉
工
業
地
帯
に
大
量
の

水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
千
葉
県
市

原
市
の
丘
陵
地
に
「
山
倉
ダ
ム
」
が
造
ら
れ

た
。
ダ
ム
湖
の
面
積
は
約
60
　
、
２
０
１
１

年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
千
葉
県

内
が
電
力
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。千
葉
県
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
確
保
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
山
倉
ダ
ム
の
水
面
を

利
用
し
た
太
陽
光
発
電
事
業
を
計
画
し
た
。

２
０
１
４
年
10
月
に
公
募
を
開
始
、
京
セ
ラ

Ｔ
Ｃ
Ｌ
ソ
ー
ラ
ー
を
事
業
者
に
選
定
し
、
パ

ネ
ル
約
５
万
枚
、
出
力
年
間
１
６
１
７
万

kw
、
千
葉
県
に
対
し
事
業
者
は
水
面
利
用
料

金
と
し
て
年
間
約
２
千
万
円
、
市
原
市
に
は

固
定
資
産
税
を
納
付
し
て
い
る
。

水上メガソーラー発電の取り組み 千葉県市原市

ha

産
業
建
設

町
田
　康
則

大
久
保
正
美

佐
藤
　義
隆

矢
﨑
　勝
己

前
田
　
　哲

大
山
　真
一

委
員
長

副
委
員
長

委員会

下
水
道
課

下
水
道
事
業
会
計

問
減
債
積
立
金
６
３
１
２
万
２

１
９
９
円
の
取
り
崩
し
が
あ

る
が
、
基
金
残
額
は
い
く
ら

な
の
か
。
ま
た
、
令
和
６
年

度
は
ど
の
程
度
の
取
り
崩
し

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
末
の
残
高
は
１

億
６
１
８
７
万
７
８
０
１
円

で
、
令
和
２
年
度
に
公
営
企

業
会
計
に
移
行
し
て
か
ら
初

め
て
取
り
崩
し
を
行
っ
た
。

資
本
的
支
出
に
つ
い
て
は
、

企
業
債
の
償
還
金
が
令
和
５

年
度
で
約
３
億
９
４
８
０
万

円
あ
り
、
支
出
額
が
多
額
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
財
源
に

充
て
る
た
め
に
令
和
６
年
度

に
つ
い
て
も
令
和
５
年
度
と

同
額
程
度
を
取
り
崩
す
予
定

で
あ
る
。

答

農
林
課

優
良
肉
用
子
牛
生
産
推
進

緊
急
対
策
事
業

問
長
崎
県
と
雲
仙
市
の
補
助
額

は
い
く
ら
な
の
か
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
６
月
の

第
１
四
半
期
は
１
頭
当
た
り

県
が
２
５
０
０
円
で
、
市
が

１
万
円
の
合
計
１
万
２
５
０

０
円
。
７
月
か
ら
９
月
の
第

２
四
半
期
は
１
頭
当
た
り
県

が
７
９
０
０
円
で
、
市
が
１

万
円
の
合
計
１
万
７
９
０
０

円
。 

10
月
か
ら
12
月
の
第
３

四
半
期
は
１
頭
当
た
り
県
が

５
５
０
０
円
で
、
市
が
１
万

円
の
合
計
１
万
５
５
０
０
円
。

令
和
６
年
１
月
か
ら
３
月
の

第
４
四
半
期
は
１
頭
当
た
り

県
が
６
３
０
０
円
で
、
市
が

１
万
円
の
合
計
１
万
６
３
０

０
円
で
あ
る
。

答
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常任委員会報告

観
光
物
産
課

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

問

協
議
会
負
担
金
の
こ
れ
ま
で

の
支
出
額
の
累
計
は
ど
の
く

ら
い
な
の
か
。

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議

会
へ
は
平
成
20
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
の
16
年
間
で

約
９
２
１
０
万
円
の
負
担
金

を
支
出
し
て
い
る
。

派
遣
人
件
費
を
合
わ
せ
る
と

２
億
円
以
上
の
支
出
を
し
て

い
る
が
費
用
対
効
果
が
無
い
。

本
協
議
会
を
脱
退
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

以
前
か
ら
そ
の
費
用
対
効
果

に
懸
念
を
も
っ
て
お
り
、
現

状
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
ず
選
択
肢

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク

協
議
会
の
組
織
の
在
り
方
も

含
め
、
整
理
を
し
て
み
た
い
。

答問答

企
業
誘
致
推
進
室

企
業
誘
致
用
地
整
備
事
業

問

国
見
多
比
良
地
区
整
備
事
業

の
工
業
用
水
道
水
源
調
査
な

ど
の
内
訳
と
業
者
決
定
は
ど

の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
の
か
。

多
比
良
港
工
業
団
地
の
井
戸

水
源
取
水
可
能
量
検
討
業
務

が
８
９
１
万
１
千
円
で
あ
り
、

土
黒
川
工
業
用
水
道
水
源
調

査
業
務
が
６
２
４
万
１
千
円

で
あ
る
。
工
業
用
水
道
事
業

基
本
計
画
業
務
が
１
１
７
７

万
円
で
あ
り
、
全
て
入
札
に

よ
り
委
託
業
者
を
決
定
し
て

い
る
。

答

現地視察（国見町神代小路）

委員会行政調査報告

文教厚生常任委員会 令和６年７月９日～11日 研修
研
修

　
鴨
川
市
人
口
約
３
万
２
千
人
の
旧
長
狭
町

地
区
に
お
い
て
、
平
成
21
年
４
月
に
３
校
の

小
学
校
が
合
併
し
、
長
狭
中
学
校
と
の
小
中

一
貫
「
長
狭
学
園
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
開

校
当
時
は
小
中
学
生
合
計
３
０
０
人
、
現
在

は
約
１
６
０
人
で
あ
る
。
取
組
概
要
と
し
て

小
学
校
５
年・
６
年
の
国
語
、
算
数
、
理
科
、

英
語
、
体
育
の
授
業
に
中
学
校
の
教
員
が
担

任
と
一
緒
に
入
り
、
よ
り
専
門
的
な
授
業
が

展
開
で
き
て
い
る
。
小
学
校
の
教
員
も
中
学

生
の
音
楽
、
体
育
や
部
活
動
に
入
り
教
員
同

士
の
精
神
的
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま

で
同
時
に
学
校
行
事
を
行
う
こ
と
で
、
児
童

生
徒
の
縦
の
つ
な
が
り
が
し
っ
か
り
で
き
て

く
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

小中一貫教育の取り組み 千葉県鴨川市

中学校運動部活動の地域移行の推進に向けた取り組み 埼玉県さいたま市

　
運
動
部
活
動
人
数
の
減
少
に
よ
り
近
隣
の

中
学
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
大
会
に
出
場
す

る
学
校
が
全
体
で
59
校
の
う
ち
50
校
で
あ

る
。
ま
た
、
顧
問
と
し
て
校
務
と
の
両
立
が

負
担
と
な
っ
て
い
る
教
員
が
７
割
い
る
こ
と

か
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
国
の
補
助
金
を
活

用
し
、
野
球
部
な
ど
外
部
指
導
者
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
指
導
派
遣
な
ど
、
ま
た
教
職
員

の
Ｏ
Ｂ
や
地
域
の
人
を
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
採
用
し
指
導
を
行
っ
て
い
る
。「
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
」「
生
徒

の
技
術
が
上
達
し
た
」
ほ
か
、
外
部
指
導
者

の
指
導
に
62
％
が
肯
定
的
な
回
答
で
あ
っ

た
。
た
だ
今
後
は
市
の
予
算
や
保
護
者
の
受

益
負
担
な
ど
問
題
が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
１
９
６
３
年
、
京
葉
工
業
地
帯
に
大
量
の

水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
千
葉
県
市

原
市
の
丘
陵
地
に
「
山
倉
ダ
ム
」
が
造
ら
れ

た
。
ダ
ム
湖
の
面
積
は
約
60
　
、
２
０
１
１

年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
千
葉
県

内
が
電
力
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。千
葉
県
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
確
保
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
山
倉
ダ
ム
の
水
面
を

利
用
し
た
太
陽
光
発
電
事
業
を
計
画
し
た
。

２
０
１
４
年
10
月
に
公
募
を
開
始
、
京
セ
ラ

Ｔ
Ｃ
Ｌ
ソ
ー
ラ
ー
を
事
業
者
に
選
定
し
、
パ

ネ
ル
約
５
万
枚
、
出
力
年
間
１
６
１
７
万

kw
、
千
葉
県
に
対
し
事
業
者
は
水
面
利
用
料

金
と
し
て
年
間
約
２
千
万
円
、
市
原
市
に
は

固
定
資
産
税
を
納
付
し
て
い
る
。

水上メガソーラー発電の取り組み 千葉県市原市

ha

産
業
建
設

町
田
　康
則

大
久
保
正
美

佐
藤
　義
隆

矢
﨑
　勝
己

前
田
　
　哲

大
山
　真
一

委
員
長

副
委
員
長

委員会

下
水
道
課

下
水
道
事
業
会
計

問
減
債
積
立
金
６
３
１
２
万
２

１
９
９
円
の
取
り
崩
し
が
あ

る
が
、
基
金
残
額
は
い
く
ら

な
の
か
。
ま
た
、
令
和
６
年

度
は
ど
の
程
度
の
取
り
崩
し

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
末
の
残
高
は
１

億
６
１
８
７
万
７
８
０
１
円

で
、
令
和
２
年
度
に
公
営
企

業
会
計
に
移
行
し
て
か
ら
初

め
て
取
り
崩
し
を
行
っ
た
。

資
本
的
支
出
に
つ
い
て
は
、

企
業
債
の
償
還
金
が
令
和
５

年
度
で
約
３
億
９
４
８
０
万

円
あ
り
、
支
出
額
が
多
額
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
財
源
に

充
て
る
た
め
に
令
和
６
年
度

に
つ
い
て
も
令
和
５
年
度
と

同
額
程
度
を
取
り
崩
す
予
定

で
あ
る
。

答

農
林
課

優
良
肉
用
子
牛
生
産
推
進

緊
急
対
策
事
業

問
長
崎
県
と
雲
仙
市
の
補
助
額

は
い
く
ら
な
の
か
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
６
月
の

第
１
四
半
期
は
１
頭
当
た
り

県
が
２
５
０
０
円
で
、
市
が

１
万
円
の
合
計
１
万
２
５
０

０
円
。
７
月
か
ら
９
月
の
第

２
四
半
期
は
１
頭
当
た
り
県

が
７
９
０
０
円
で
、
市
が
１

万
円
の
合
計
１
万
７
９
０
０

円
。 

10
月
か
ら
12
月
の
第
３

四
半
期
は
１
頭
当
た
り
県
が

５
５
０
０
円
で
、
市
が
１
万

円
の
合
計
１
万
５
５
０
０
円
。

令
和
６
年
１
月
か
ら
３
月
の

第
４
四
半
期
は
１
頭
当
た
り

県
が
６
３
０
０
円
で
、
市
が

１
万
円
の
合
計
１
万
６
３
０

０
円
で
あ
る
。

答
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市政を問う市政を問う 10人の議員が一般質問10人の議員が一般質問

大久保正美……Ｐ14
林田　哲幸……Ｐ16
上田　　篤……Ｐ18

おお く  ぼ まさ み

はやしだ　 てつゆき

うえ だ　　　　あつし

町田　康則……Ｐ13
平野　利和……Ｐ15
小田　孝明……Ｐ17

まち だ　 やすのり

ひらの　　としかず

 お  だ　 こうめい

やまもと　 まついち

さかもと　 ひろ き
山本　松一……Ｐ14
坂本　弘樹……Ｐ16

  や ざき　 かつ み

おおやま　 しんいち
矢﨑　勝己……Ｐ15
大山　真一……Ｐ17

一般質問は、質問者自身が会議録をもとに原稿を作成しています。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
政
府
観
光
局
は
、
７
月

の
外
国
人
客
は
３
２
９
万
人
と
発

表
、
１
月
か
ら
の
累
計
は
２
１
０

７
万
人
で
過
去
最
速
で
２
千
万
人

を
突
破
し
た
。
政
府
は
２
０
３
０

年
に
６
千
万
人
の
訪
日
客
数
を
目

標
と
し
、
達
成
す
る
に
は
、
何
度

も
日
本
を
訪
れ
る
訪
日
客
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
方
の
魅
力
を
海
外
に

伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
。
海

外
観
光
客
増
加
へ
の
市
の
対
策
は
。

　
　
　
　
雲
仙
観
光
局
が
事
務
局

と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
地
方
誘
客
を
促
進
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
施
設
の

ト
イ
レ
改
修
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

　
　
　
　
人
口
減
少
に
伴
い
、
日

本
人
の
国
内
旅
行
は
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
る
。
外
国
人
訪
日
客
の

増
加
を
観
光
産
業
の
再
生
と
持
続

的
な
成
長
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
観
光
は
、
宿
泊
、
旅
行
、

交
通
、
飲
食
、
物
販
、
伝
統
工
芸
、

農
漁
業
な
ど
幅
広
い
産
業
に
支
え

ら
れ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
切

り
札
と
期
待
す
る
市
町
村
も
多

い
。
成
長
に
不
可
欠
な
の
が
地
域

の
観
光
戦
略
だ
。

　
　
　
　
地
方
自
治
体
の
予
算
は
、

既
存
の
政
策
や
事
業
で
手
い
っ
ぱ

い
だ
。
一
方
、
観
光
客
の
満
足
度

を
高
め
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の

投
資
が
必
要
だ
。
そ
の
財
源
と
し

て
負
担
と
受
益
の
関
係
が
分
か
り

や
す
い
宿
泊
税
が
注
目
さ
れ
る
の

は
当
然
と
言
え
る
。
日
本
経
済
同

友
会
も
宿
泊
税
を
全
国
共
通
の
制

度
と
す
る
提
言
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
宿
泊
税
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
旅
館
ホ
テ
ル
組

合
、雲
仙
観
光
局
の
意
見
を
基
に
、

対
応
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

海外観光客への対策は
議
員

議
員

議
員

市
長

宿
泊
税
導
入
の
考
え
は

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

町田  康則 議員

観
光
商
工
部
長

観
光
商
工
部
長

委員会行政調査報告

産業建設常任委員会 令和６年７月９日～11日 研修
研
修

　
大
磯
町
の
概
要
は
、
首
都
圏
か
ら
の
通
勤

圏
内
で
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
で
東
京
都
か
ら
１
時
間
程
度
の
ア
ク
セ
ス

で
あ
る
。
施
設
の
特
色
は
、
飲
食
・
物
販
を

含
む
「
賑
わ
い
創
設
施
設
」
と
水
揚
げ
機
能

な
ど
を
有
す
る
「
漁
協
施
設
」
の
２
つ
の
施

設
を
一
体
と
し
て
整
備
し
運
営
す
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
と
来
訪
者
の
交
流
を
図
る
も

の
で
、
施
設
運
営
は
民
間
企
業
の
指
定
管
理

者
で
営
業
収
入
を
充
て
る
た
め
指
定
管
理
料

は
無
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
来
客
者
数
は
毎
年
延
べ
約
10
万
人
を
突
破

し
て
お
り
、
駐
車
場
料
金
収
入
９
８
０
０
万

円
が
町
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

大磯港賑わい交流施設（OISO CONNECT） 神奈川県大磯町

「変化しつづける温泉観光地 熱海」観光施策推進事業 静岡県熱海市

　
熱
海
市
の
観
光
宿
泊
者
数
は
、
年
間
５
０

０
万
人
を
超
え
て
い
た
昭
和
44
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
始
め
、
平
成
24
年
頃
か
ら
Ｖ
字
回

復
傾
向
と
な
っ
た
も
の
の
、
令
和
２
〜
３
年

に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
が
、
回
復
後
の
３
０
０
万
人
に
戻
っ
て

き
た
。

　
令
和
３
年
５
月
、
変
化
し
つ
づ
け
る
温
泉

観
光
地
を
基
本
理
念
に
「
熱
海
市
観
光
基
本

計
画
２
０
２
１
」
が
策
定
さ
れ
、
熱
海
型
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
設
立
と
そ
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
の
安
定

的
な
観
光
財
源
を
確
保
す
べ
く
、
法
定
外
目

的
税
と
し
て
令
和
７
年
４
月
よ
り
宿
泊
税
導

入
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
木
更
津
市
は
令
和
元
年
か
ら
有
機
米
の
栽

培
が
ス
タ
ー
ト
し
、
生
産
さ
れ
た
有
機
米
を

学
校
給
食
に
提
供
し
て
い
る
。

　
市
内
30
の
小
中
学
校
に
全
量
提
供
す
る
に

は
年
間
１
２
７
ｔ
必
要
だ
が
、
令
和
５
年
度

の
達
成
率
は
69
％
で
、
令
和
７
年
度
に
１
０

０
％
を
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
市
で
は
、
有
機
農
業
推
進
の
方
針
な
ど
を

示
し
た「
有
機
農
業
実
施
計
画
」を
作
成
し
、

令
和
５
年
３
月
に
千
葉
県
初
と
な
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

有機農業推進の取り組み 千葉県木更津市
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市政を問う市政を問う 10人の議員が一般質問10人の議員が一般質問

大久保正美……Ｐ14
林田　哲幸……Ｐ16
上田　　篤……Ｐ18

おお く  ぼ まさ み

はやしだ　 てつゆき

うえ だ　　　　あつし

町田　康則……Ｐ13
平野　利和……Ｐ15
小田　孝明……Ｐ17

まち だ　 やすのり

ひらの　　としかず

 お  だ　 こうめい

やまもと　 まついち

さかもと　 ひろ き
山本　松一……Ｐ14
坂本　弘樹……Ｐ16

  や ざき　 かつ み

おおやま　 しんいち
矢﨑　勝己……Ｐ15
大山　真一……Ｐ17

一般質問は、質問者自身が会議録をもとに原稿を作成しています。
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政
府
観
光
局
は
、
７
月

の
外
国
人
客
は
３
２
９
万
人
と
発

表
、
１
月
か
ら
の
累
計
は
２
１
０

７
万
人
で
過
去
最
速
で
２
千
万
人

を
突
破
し
た
。
政
府
は
２
０
３
０

年
に
６
千
万
人
の
訪
日
客
数
を
目

標
と
し
、
達
成
す
る
に
は
、
何
度

も
日
本
を
訪
れ
る
訪
日
客
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
方
の
魅
力
を
海
外
に

伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
。
海

外
観
光
客
増
加
へ
の
市
の
対
策
は
。

　
　
　
　
雲
仙
観
光
局
が
事
務
局

と
し
て
、
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
地
方
誘
客
を
促
進
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
施
設
の

ト
イ
レ
改
修
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

　
　
　
　
人
口
減
少
に
伴
い
、
日

本
人
の
国
内
旅
行
は
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
る
。
外
国
人
訪
日
客
の

増
加
を
観
光
産
業
の
再
生
と
持
続

的
な
成
長
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
観
光
は
、
宿
泊
、
旅
行
、

交
通
、
飲
食
、
物
販
、
伝
統
工
芸
、

農
漁
業
な
ど
幅
広
い
産
業
に
支
え

ら
れ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
切

り
札
と
期
待
す
る
市
町
村
も
多

い
。
成
長
に
不
可
欠
な
の
が
地
域

の
観
光
戦
略
だ
。

　
　
　
　
地
方
自
治
体
の
予
算
は
、

既
存
の
政
策
や
事
業
で
手
い
っ
ぱ

い
だ
。
一
方
、
観
光
客
の
満
足
度

を
高
め
る
た
め
に
は
、
か
な
り
の

投
資
が
必
要
だ
。
そ
の
財
源
と
し

て
負
担
と
受
益
の
関
係
が
分
か
り

や
す
い
宿
泊
税
が
注
目
さ
れ
る
の

は
当
然
と
言
え
る
。
日
本
経
済
同

友
会
も
宿
泊
税
を
全
国
共
通
の
制

度
と
す
る
提
言
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
宿
泊
税
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
旅
館
ホ
テ
ル
組

合
、雲
仙
観
光
局
の
意
見
を
基
に
、

対
応
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

海外観光客への対策は
議
員

議
員

議
員

市
長

宿
泊
税
導
入
の
考
え
は

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

町田  康則 議員

観
光
商
工
部
長

観
光
商
工
部
長

委員会行政調査報告

産業建設常任委員会 令和６年７月９日～11日 研修
研
修

　
大
磯
町
の
概
要
は
、
首
都
圏
か
ら
の
通
勤

圏
内
で
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
で
東
京
都
か
ら
１
時
間
程
度
の
ア
ク
セ
ス

で
あ
る
。
施
設
の
特
色
は
、
飲
食
・
物
販
を

含
む
「
賑
わ
い
創
設
施
設
」
と
水
揚
げ
機
能

な
ど
を
有
す
る
「
漁
協
施
設
」
の
２
つ
の
施

設
を
一
体
と
し
て
整
備
し
運
営
す
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
と
来
訪
者
の
交
流
を
図
る
も

の
で
、
施
設
運
営
は
民
間
企
業
の
指
定
管
理

者
で
営
業
収
入
を
充
て
る
た
め
指
定
管
理
料

は
無
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
来
客
者
数
は
毎
年
延
べ
約
10
万
人
を
突
破

し
て
お
り
、
駐
車
場
料
金
収
入
９
８
０
０
万

円
が
町
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

大磯港賑わい交流施設（OISO CONNECT） 神奈川県大磯町

「変化しつづける温泉観光地 熱海」観光施策推進事業 静岡県熱海市

　
熱
海
市
の
観
光
宿
泊
者
数
は
、
年
間
５
０

０
万
人
を
超
え
て
い
た
昭
和
44
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
始
め
、
平
成
24
年
頃
か
ら
Ｖ
字
回

復
傾
向
と
な
っ
た
も
の
の
、
令
和
２
〜
３
年

に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
が
、
回
復
後
の
３
０
０
万
人
に
戻
っ
て

き
た
。

　
令
和
３
年
５
月
、
変
化
し
つ
づ
け
る
温
泉

観
光
地
を
基
本
理
念
に
「
熱
海
市
観
光
基
本

計
画
２
０
２
１
」
が
策
定
さ
れ
、
熱
海
型
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
設
立
と
そ
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
の
安
定

的
な
観
光
財
源
を
確
保
す
べ
く
、
法
定
外
目

的
税
と
し
て
令
和
７
年
４
月
よ
り
宿
泊
税
導

入
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
木
更
津
市
は
令
和
元
年
か
ら
有
機
米
の
栽

培
が
ス
タ
ー
ト
し
、
生
産
さ
れ
た
有
機
米
を

学
校
給
食
に
提
供
し
て
い
る
。

　
市
内
30
の
小
中
学
校
に
全
量
提
供
す
る
に

は
年
間
１
２
７
ｔ
必
要
だ
が
、
令
和
５
年
度

の
達
成
率
は
69
％
で
、
令
和
７
年
度
に
１
０

０
％
を
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
市
で
は
、
有
機
農
業
推
進
の
方
針
な
ど
を

示
し
た「
有
機
農
業
実
施
計
画
」を
作
成
し
、

令
和
５
年
３
月
に
千
葉
県
初
と
な
る
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。

有機農業推進の取り組み 千葉県木更津市
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

　
　
　
　
も
っ
と
全
国
か
ら
雲
仙

市
を
応
援
し
て
も
ら
う
た
め
に 

、

Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
提
案
す
る
。
あ
る

県
で
は
、
あ
え
て
返
礼
品
を
設
け

ず
、
県
の
取
り
組
み
を
応
援
で
き

る
ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調
だ
と
の

新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
の
中
に
「
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
ま

ち
づ
く
り
と
健
康
で
安
心
な
暮
ら

し
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
」
の
説

明
を
は
じ
め
６
つ
の
説
明
が
あ
る

が
、
あ
る
市
で
は
14
項
目
の
使
い

道
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、

返
礼
品
目
的
で
は
な
く
、
ふ
る
さ

と
雲
仙
市
を
応
援
し
よ
う
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
例
え
ば
「
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
や
小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
応

援
に
役
立
て
ま
す
」
な
ど
で
き
な

い
の
か
尋
ね
る
。
そ
う
な
る
と
小

中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

の
地
域
移
動
に
も
使
え
る
の
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納

税
の
使
い
道
に
、
新
た
な
寄
附
先

項
目
を
加
え
、
現
在
寄
附
を
活
用

し
て
い
る
国
見
高
校
の
寮
費
（
定

住
促
進
対
策
事
業
）
な
ど
、
具
体

的
に
名
前
を
入
れ
て
事
業
名
を
使

途
に
記
載
す
る
こ
と
で
、
事
業
に

共
感
す
る
方
々
か
ら
寄
附
を
頂
く

機
会
の
創
出
に
つ
な
げ
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
分
か
り
や
す
い

内
容
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

く
。
知
名
度
や
話
題
性
の
あ
る
名

称
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を

さ
ら
に
研
究
し
、
寄
附
者
、
寄
附

額
の
増
額
に
結
び
付
く
よ
う
持
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ふるさと納税の強化を
議
員

観
光
商
工
部
長

大規模災害への対応は
　
　
　
　
本
市
の
地
域
防
災
計
画

の
内
容
は
。

　
　
　
　
地
域
防
災
計
画
は
防
災

会
議
が
作
成
す
る
も
の
で
、
必
要

な
防
災
対
策
の
基
本
を
定
め
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

り
、
市
の
地
域
、
住
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
保

護
し
、災
害
を
最
小
限
に
軽
減
し
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
と
市
政
の
発

展
を
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
自
主
防
災
組
織
の
組
織

率
を
上
げ
る
努
力
が
必
要
と
思
う

が
考
え
は
。
ま
た
、
防
災
知
識
技

能
を
有
す
る
防
災
士
の
育
成
は
。

　
　
　
　
　
　
自
治
会
長
会
議
で

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
な
ど
を

説
明
し
、
各
自
治
会
に
出
向
き
防

災
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

全
自
治
会
で
の
組
織
化
を
目
標
に

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
令
和
４
年

度
か
ら
自
主
防
災
組
織
機
能
強
化

補
助
金
を
創
設
し
、
防
災
士
資
格

取
得
経
費
の
助
成
を
行
う
な
ど
、

防
災
士
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　
　
家
族
の
命
や
財
産
を
守

る
に
は
、
家
屋
の
耐
震
化
が
有
効

で
あ
る
。
補
助
の
充
実
と
制
度
の

周
知
徹
底
を
。

　
　
　
　
　
　
耐
震
診
断
、
耐
震

改
修
計
画
作
成
、
耐
震
改
修
工
事

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
。
国
の
補
助
内
容
が
見
直
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
、
広
報
紙
な
ど
で

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

他
の
質
問

 

・
被
害
想
定
と
地
域
防
災
計
画
の

　
想
定
の
見
直
し

 

・
必
要
物
資
の
備
蓄
と
見
直
し

 

・
避
難
時
の
支
援
と
避
難
環
境
の

　
問
題
点

議
員

地
域
防
災
計
画

議
員

議
員

建
設
部
長

総
務
部
長

市
長

矢﨑  勝己 議員

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

平野  利和 議員
（会派：創新・公明）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
人
口
減
少
の
中
、
移
住

定
住
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
市

内
へ
の
企
業
誘
致
に
よ
り
、
働
け

る
場
所
の
確
保
が
必
要
だ
。
市
の

企
業
誘
致
の
現
状
は
ど
う
な
の

か
。

　
　
　
　
企
業
誘
致
は
、
新
た
な

雇
用
の
場
の
創
出
と
、
経
済
波
及

効
果
も
期
待
で
き
る
。
県
や
、
県

産
業
振
興
財
団
と
連
携
し
て
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
過
去
５
年
間
で
、
ど
れ

く
ら
い
の
企
業
訪
問
を
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
訪
問
件
数
は

１
９
４
件
で
、
今
年
は
７
月
末
で 

50
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
半
導
体
受
託
生
産
の
世

界
最
大
手
、
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

熊
本
県
進
出
が
続
い
て
お
り
、
子

会
社
を
含
め
た
国
内
取
引
企
業
が

74
社
あ
る
。
熊
本
県
に
近
い
国
見

町
の
多
比
良
港
工
業
団
地
に
国
内

取
引
企
業
の
誘
致
が
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
多
比
良
港
工
業
団
地
は

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す
る
と
熊
本
県

と
諫
早
市
の
半
導
体
関
連
企
業
と

の
中
間
点
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

半
導
体
関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
半
導
体
に
必
要
な
工
業

用
水
確
保
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な

地
下
水
を
有
す
る
千
々
石
町
も
候

補
に
な
り
得
る
し
、
雲
仙
市
全
域

へ
の
企
業
の
誘
致
も
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
市
に
対
し
て
、県
立
千
々

石
少
年
自
然
の
家
を
守
る
会
か
ら
、

存
続
に
対
す
る
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
市
の
対
応
は
。

　
　
　
　
８
月
29
日
に
再
度
３
９

０
６
人
の
署
名
を
添
え
た
陳
情
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
県
生
涯
学

習
課
主
催
の
地
元
説
明
会
で
、
出

席
者
か
ら
存
続
を
望
む
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
、
現
在
、
知
事
に
市
か
ら
存

続
の
要
望
書
提
出
の
準
備
を
し
て

い
る
。

　
　
　
　
知
事
に
提
出
す
る
要
望

書
に
は
、
請
願
者
数
３
９
０
６
人

も
文
言
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

雲仙市への企業誘致は
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

大久保 正美 議員

　
　
　
　
市
道
吾
妻
牛
口
線
に
つ

い
て
、
く
ろ
橋
か
ら
山
田
川
の
沿

線
に
沿
っ
て
、元
飲
食
店
「
松
屋
」

の
横
の
国
道
ま
で
約
２
０
０
ｍ
の

区
間
を
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
牛
口

地
区
の
住
民
の
利
便
性
の
向
上
や

埋
立
地
区
の
有
効
活
用
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。
市
道

吾
妻
牛
口
線
を
国
道
ま
で
延
長
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
国
道
ま
で
延
長
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、有
効
な
避
難
ル
ー

ト
の
確
保
に
加
え
、 

牛
口
埋
立
地

の
活
用
に
向
け
た
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
の
活
用
や
、 

緊
急
車
両
な

ど
の
迅
速
な
通
行
が
可
能
と
な
る

な
ど
、
防
災
面
で
も
大
変
有
効
で

あ
る
。
今
後
、
道
路
整
備
の
実
現

に
向
け
て
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
は
３
親
等
以
内
の
親
族
は
補

助
の
対
象
外
で
あ
る
。
つ
ま
り
親

や
祖
父
母
、
兄
弟
名
義
の
空
き
家

を
改
修
し
て
住
も
う
と
し
て
も
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
定

住
促
進
奨
励
金
は
55
歳
以
下
の
人

し
か
対
象
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
補
助
金
制
限
を
見
直
す
考
え
は
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
３
親
等
以
内

の
要
件
の
見
直
し
、
ま
た
、
定
住

促
進
奨
励
金
の
55
歳
以
下
を
対
象

と
す
る
要
件
に
つ
い
て
も
、
定
年

の
上
昇
や
現
役
世
代
と
言
わ
れ
る

世
代
等
を
考
慮
し
な
が
ら
見
直
す

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
現
在
の
空
き
家
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
は
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
が
要
件
と
な
っ
て
い
る

が
、 

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
物
件
に
限
ら
ず
補
助
対
象

と
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
方
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。  

吾妻牛口線の整備延長
議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

人
口
減
少
対
策
の
見
直
し

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

千
々
石
少
年
自
然
の
家
は

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

市
長

市
長

部
長

地
域
振
興
部
長

観
光
商
工
部
長
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

　
　
　
　
も
っ
と
全
国
か
ら
雲
仙

市
を
応
援
し
て
も
ら
う
た
め
に 

、

Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
提
案
す
る
。
あ
る

県
で
は
、
あ
え
て
返
礼
品
を
設
け

ず
、
県
の
取
り
組
み
を
応
援
で
き

る
ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調
だ
と
の

新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
の
中
に
「
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
ま

ち
づ
く
り
と
健
康
で
安
心
な
暮
ら

し
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
」
の
説

明
を
は
じ
め
６
つ
の
説
明
が
あ
る

が
、
あ
る
市
で
は
14
項
目
の
使
い

道
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、

返
礼
品
目
的
で
は
な
く
、
ふ
る
さ

と
雲
仙
市
を
応
援
し
よ
う
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
例
え
ば
「
国
見
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
や
小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
応

援
に
役
立
て
ま
す
」
な
ど
で
き
な

い
の
か
尋
ね
る
。
そ
う
な
る
と
小

中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

の
地
域
移
動
に
も
使
え
る
の
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納

税
の
使
い
道
に
、
新
た
な
寄
附
先

項
目
を
加
え
、
現
在
寄
附
を
活
用

し
て
い
る
国
見
高
校
の
寮
費
（
定

住
促
進
対
策
事
業
）
な
ど
、
具
体

的
に
名
前
を
入
れ
て
事
業
名
を
使

途
に
記
載
す
る
こ
と
で
、
事
業
に

共
感
す
る
方
々
か
ら
寄
附
を
頂
く

機
会
の
創
出
に
つ
な
げ
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
分
か
り
や
す
い

内
容
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

く
。
知
名
度
や
話
題
性
の
あ
る
名

称
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法
を

さ
ら
に
研
究
し
、
寄
附
者
、
寄
附

額
の
増
額
に
結
び
付
く
よ
う
持
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ふるさと納税の強化を
議
員

観
光
商
工
部
長

大規模災害への対応は
　
　
　
　
本
市
の
地
域
防
災
計
画

の
内
容
は
。

　
　
　
　
地
域
防
災
計
画
は
防
災

会
議
が
作
成
す
る
も
の
で
、
必
要

な
防
災
対
策
の
基
本
を
定
め
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

り
、
市
の
地
域
、
住
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
保

護
し
、災
害
を
最
小
限
に
軽
減
し
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
と
市
政
の
発

展
を
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
自
主
防
災
組
織
の
組
織

率
を
上
げ
る
努
力
が
必
要
と
思
う

が
考
え
は
。
ま
た
、
防
災
知
識
技

能
を
有
す
る
防
災
士
の
育
成
は
。

　
　
　
　
　
　
自
治
会
長
会
議
で

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
な
ど
を

説
明
し
、
各
自
治
会
に
出
向
き
防

災
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

全
自
治
会
で
の
組
織
化
を
目
標
に

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
令
和
４
年

度
か
ら
自
主
防
災
組
織
機
能
強
化

補
助
金
を
創
設
し
、
防
災
士
資
格

取
得
経
費
の
助
成
を
行
う
な
ど
、

防
災
士
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　
　
家
族
の
命
や
財
産
を
守

る
に
は
、
家
屋
の
耐
震
化
が
有
効

で
あ
る
。
補
助
の
充
実
と
制
度
の

周
知
徹
底
を
。

　
　
　
　
　
　
耐
震
診
断
、
耐
震

改
修
計
画
作
成
、
耐
震
改
修
工
事

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
。
国
の
補
助
内
容
が
見
直
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
、
広
報
紙
な
ど
で

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

他
の
質
問

 

・
被
害
想
定
と
地
域
防
災
計
画
の

　
想
定
の
見
直
し

 

・
必
要
物
資
の
備
蓄
と
見
直
し

 

・
避
難
時
の
支
援
と
避
難
環
境
の

　
問
題
点

議
員

地
域
防
災
計
画

議
員

議
員

建
設
部
長

総
務
部
長

市
長

矢﨑  勝己 議員

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

平野  利和 議員
（会派：創新・公明）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
人
口
減
少
の
中
、
移
住

定
住
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
市

内
へ
の
企
業
誘
致
に
よ
り
、
働
け

る
場
所
の
確
保
が
必
要
だ
。
市
の

企
業
誘
致
の
現
状
は
ど
う
な
の

か
。

　
　
　
　
企
業
誘
致
は
、
新
た
な

雇
用
の
場
の
創
出
と
、
経
済
波
及

効
果
も
期
待
で
き
る
。
県
や
、
県

産
業
振
興
財
団
と
連
携
し
て
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
過
去
５
年
間
で
、
ど
れ

く
ら
い
の
企
業
訪
問
を
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
訪
問
件
数
は

１
９
４
件
で
、
今
年
は
７
月
末
で 

50
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
半
導
体
受
託
生
産
の
世

界
最
大
手
、
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

熊
本
県
進
出
が
続
い
て
お
り
、
子

会
社
を
含
め
た
国
内
取
引
企
業
が

74
社
あ
る
。
熊
本
県
に
近
い
国
見

町
の
多
比
良
港
工
業
団
地
に
国
内

取
引
企
業
の
誘
致
が
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
多
比
良
港
工
業
団
地
は

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す
る
と
熊
本
県

と
諫
早
市
の
半
導
体
関
連
企
業
と

の
中
間
点
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

半
導
体
関
連
企
業
の
誘
致
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
半
導
体
に
必
要
な
工
業

用
水
確
保
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な

地
下
水
を
有
す
る
千
々
石
町
も
候

補
に
な
り
得
る
し
、
雲
仙
市
全
域

へ
の
企
業
の
誘
致
も
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
市
に
対
し
て
、県
立
千
々

石
少
年
自
然
の
家
を
守
る
会
か
ら
、

存
続
に
対
す
る
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
市
の
対
応
は
。

　
　
　
　
８
月
29
日
に
再
度
３
９

０
６
人
の
署
名
を
添
え
た
陳
情
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
県
生
涯
学

習
課
主
催
の
地
元
説
明
会
で
、
出

席
者
か
ら
存
続
を
望
む
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
、
現
在
、
知
事
に
市
か
ら
存

続
の
要
望
書
提
出
の
準
備
を
し
て

い
る
。

　
　
　
　
知
事
に
提
出
す
る
要
望

書
に
は
、
請
願
者
数
３
９
０
６
人

も
文
言
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

雲仙市への企業誘致は
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

大久保 正美 議員

　
　
　
　
市
道
吾
妻
牛
口
線
に
つ

い
て
、
く
ろ
橋
か
ら
山
田
川
の
沿

線
に
沿
っ
て
、元
飲
食
店
「
松
屋
」

の
横
の
国
道
ま
で
約
２
０
０
ｍ
の

区
間
を
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
牛
口

地
区
の
住
民
の
利
便
性
の
向
上
や

埋
立
地
区
の
有
効
活
用
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。
市
道

吾
妻
牛
口
線
を
国
道
ま
で
延
長
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
国
道
ま
で
延
長
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、有
効
な
避
難
ル
ー

ト
の
確
保
に
加
え
、 

牛
口
埋
立
地

の
活
用
に
向
け
た
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
の
活
用
や
、 

緊
急
車
両
な

ど
の
迅
速
な
通
行
が
可
能
と
な
る

な
ど
、
防
災
面
で
も
大
変
有
効
で

あ
る
。
今
後
、
道
路
整
備
の
実
現

に
向
け
て
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
は
３
親
等
以
内
の
親
族
は
補

助
の
対
象
外
で
あ
る
。
つ
ま
り
親

や
祖
父
母
、
兄
弟
名
義
の
空
き
家

を
改
修
し
て
住
も
う
と
し
て
も
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
定

住
促
進
奨
励
金
は
55
歳
以
下
の
人

し
か
対
象
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
補
助
金
制
限
を
見
直
す
考
え
は
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
３
親
等
以
内

の
要
件
の
見
直
し
、
ま
た
、
定
住

促
進
奨
励
金
の
55
歳
以
下
を
対
象

と
す
る
要
件
に
つ
い
て
も
、
定
年

の
上
昇
や
現
役
世
代
と
言
わ
れ
る

世
代
等
を
考
慮
し
な
が
ら
見
直
す

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
現
在
の
空
き
家
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
は
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
が
要
件
と
な
っ
て
い
る

が
、 

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
物
件
に
限
ら
ず
補
助
対
象

と
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
方
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。  

吾妻牛口線の整備延長
議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

人
口
減
少
対
策
の
見
直
し

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

千
々
石
少
年
自
然
の
家
は

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

市
長

市
長

部
長

地
域
振
興
部
長

観
光
商
工
部
長
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
正
月
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
あ
っ
た
。
道
路
は
寸
断
さ

れ
、
上
下
水
道
管
は
破
裂
し
、
停

電
し
て
孤
立
し
、
全
く
支
援
が
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
、
市
の

指
定
避
難
所
で
は
ど
の
よ
う
に
対

応
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
飲
料
水
は
５
０
０

㎖
を
８
４
１
５
本
、
２
ℓ
を
３
２

０
２
本
備
蓄
し
て
い
る
。
自
家
発

電
を
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
２
カ
所
、
軽
油
４

カ
所
、
重
油
１
カ
所
の
７
カ
所
の

指
定
避
難
所
に
用
意
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
停
電
や
断
水

に
よ
り
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用
で
き

な
い
場
合
、
携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易

ト
イ
レ
を
活
用
す
る
。

　
　
　
　
市
の
指
定
避
難
所
11
カ

所
の
停
電
・
水
・
ト
イ
レ
な
ど
の

問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
、
太
陽

光
発
電
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
で
設

置
し
て
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
庁
舎
内
で
既
に
蓄
電
池

を
含
め
て
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
能
登
半
島
の
輪
島
市
で

は
木
造
家
屋
が
多
く
倒
壊
し
火
災

が
発
生
し
た
。
市
の
木
造
家
屋
耐

震
化
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
市
内
の
木
造
家
屋

は
１
万
２
９
０
０
戸
で
、
そ
の
う

ち
約
４
千
戸
、
30
％
ほ
ど
が
耐
震

化
さ
れ
て
い
な
い
と
み
て
い
る
。

　
　
　
　
市
は
耐
震
化
推
進
の
補

助
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
物

価
高
騰
の
折
、
耐
震
改
修
工
事
費

補
助
限
度
額
の
90
万
円
を
引
き
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
現
行
の
耐
震
基
準
や
国

の
補
助
内
容
の
見
直
し
の
可
能
性

が
あ
り
、
県
と
と
も
に
今
後
の
国

の
動
向
を
注
視
し
、
今
後
の
補
助

内
容
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

停電・水・トイレ
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

消防本部体制の広域化
　
　
　
　
雲
仙
市
の
消
防
本
部
は

２
つ
の
広
域
消
防
本
部
に
属
し
て

お
り
、
圏
域
を
超
え
た
連
携
・
協

力
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
は
。

　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
体
制
の

現
状
は
合
併
前
か
ら
旧
５
町
が
県

央
地
域
、
旧
２
町
が
島
原
地
域
と

２
つ
の
消
防
本
部
の
管
轄
と
な
っ

て
お
り
、
１
つ
の
市
が
複
数
の
消

防
本
部
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
九

州
内
で
は
本
市
の
み
と
い
う
他
に

類
を
見
な
い
状
況
で
あ
る
。
国
は

消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
方

針
を
示
し
、
長
崎
県
で
も
県
下
１

消
防
本
部
を
消
防
広
域
化
の
基
本

案
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
市
の

問
題
解
決
に
つ
な
が
る
た
め
、
平

成
30
年
度
以
降
、
毎
年
、
県
へ
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
県
下
一
本
化
は
な
か
な

か
難
し
い
問
題
で
あ
る
か
と
思
う

が
、
雲
仙
市
の
消
防
行
政
の
課
題

は
こ
の
問
題
解
決
で
あ
る
。
今
後

も
継
続
し
て
議
論
を
行
い
本
市
の

状
況
を
訴
え
続
け
る
事
し
か
な
い

の
で
、
引
き
続
き
執
行
部
の
粘
り

強
い
努
力
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
消
防
本
部
体
制
の
課
題

解
決
は
旧
７
町
が
合
併
し
た
雲
仙

市
発
足
以
来
の
長
年
の
懸
案
で
あ

る
。
今
般
、
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
中
、
本
市
は
２
つ
の
消

防
本
部
に
属
す
る
と
い
う
全
国
で

も
稀
な
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
緊

急
時
の
圏
域
を
超
え
た
連
携
・
努

力
に
不
安
を
抱
え
る
と
と
も
に
人

口
減
少
と
将
来
の
財
政
負
担
を
考

え
た
と
き
事
業
効
率
化
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き

県
へ
の
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

所
属
す
る
広
域
市
町
村
圏
組
合
と

も
協
議
を
行
い
、
懸
案
が
解
決
、

解
消
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員

消
防
本
部
体
制
の
現
状
は

議
員

総
務
部
長

市
長

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

大山  真一 議員
（会派：創新・公明）

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

小田  孝明 議員

集
落
の
孤
立
で

停
電
・
水
・
ト
イ
レ
が
大
変

総
務
部
長

建
設
部
長

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　

　
　
　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す

る
現
状
の
人
口
の
推
移
と
今
後
の

人
口
減
少
の
捉
え
方
は
。

　
　
　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
短
期

目
標
と
し
て
、
令
和
７
年
に
人
口

４
万
人
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
た
が
、
令
和
５
年

４
月
に
推
計
人
口
が
４
万
人
を
下

回
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
で
き
る
限

り
早
い
時
期
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

目
標
水
準
に
近
づ
け
、
長
期
目
標

で
あ
る
２
０
６
０
年
に
人
口
約
３

万
人
を
確
保
し
、
そ
の
後
も
長
期

的
に
３
万
人
程
度
の
人
口
を
維
持

で
き
る
よ
う
、
様
々
な
分
野
か
ら

多
角
的
な
施
策
の
構
築
に
努
め

る
。

　
　
　
　
合
併
特
例
期
間
が
終
了

し
、
地
方
交
付
税
が
減
少
し
て
い

る
。 

人
口
減
少
も
関
係
し
て
い
る

の
か
。
そ
の
関
係
と
今
後
の
見
通

し
は
。

　
　
　
　
　
　
地
方
交
付
税
の
中

の
普
通
交
付
税
は
人
口
減
少
に
伴

い
額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
具

体
的
数
値
で
は
、国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
て
い

る
雲
仙
市
の
２
０
５
０
年
推
計 

人
口
で
あ
る
２
万
３
６
０
９
人
、

こ
の
人
口
を
令
和
５
年
度
に
置
き

換
え
て
試
算
す
る
と
、
普
通
交
付

税
は
約
22
億
７
千
万
円
減
少
す
る

と
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　
　
歳
入
が
減
れ
ば
歳
出
も

減
る
の
で
、
今
後
の
見
通
し
を
聞

き
た
い
。

　
　
　
　
令
和
５
年
度
の
決
算
額

と
中
期
財
政
計
画
最
終
年
と
な
る

令
和
８
年
度
を
比
較
す
る
と
義
務

的
経
費
に
つ
い
て
は
６
億
６
７
０

０
万
円
、
4.3
％
の
減
。
投
資
的
経

費
は
９
億
２
３
０
０
万
円
、
21
・

５
％
の
減
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
義
務
的
経
費
を
減
ら
す

た
め
に
職
員
の
数
も
人
口
減
少
と

共
に
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

人口減少と財政運営
議
員

議
員

議
員

議
員

　
　
　
　
防
災
無
線
戸
別
受
信
機

の
役
割
と
重
要
性
は
。

　
　
　
　
国
と
連
携
し
て
、
本
市

で
発
生
す
る
地
震
な
ど
、
災
害
情

報
の
発
信
や
大
雨
な
ど
で
市
が
発

令
す
る
避
難
指
示
を
一
刻
も
早
く

市
民
に
伝
達
し
、
速
や
か
に
避
難

所
開
設
の
情
報
の
周
知
を
行
う
な

ど
、
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
市
内
で
飲
食
店
を
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
こ
の
受
信
機
を
有

料
で
も
い
い
か
ら
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
と
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
が
、
１
世
帯
に
１
台
の

貸
与
な
の
で
住
居
と
別
に
店
舗
や

作
業
場
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
は
現

状
で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
た
。
要

綱
に
「
市
内
で
事
業
を
営
む
事
業

主
」
な
ど
を
加
え
た
ら
ど
う
か
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
費
用
の
問
題
も
あ

る
。
店
舗
な
ど
に
お
い
て
も
災
害

情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
防
災
ラ

ジ
オ
が
安
価
で
工
事
も
不
要
な
の

で
、
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
お
盆
・
正
月
・Ｇ
Ｗ
の

時
期
に
観
光
客
に
加
え
、
帰
省
客

が
増
え
、
実
家
の
敷
地
に
車
を
停

め
ら
れ
ず
、
近
所
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
探
す
方
が
お
ら
れ
る
が
、
市

の
施
設
の
駐
車
場
に
車
を
停
め
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
施
設
利
用
者
以
外

の
方
の
駐
車
は
遠
慮
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
マ
リ
ン
パ
ー
ク
駐
車
場

の
機
械
化
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
化
に
向

け
て
早
期
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
マ
リ
ン
パ
ー

ク
全
体
の
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

中
で
機
械
の
タ
イ
プ
や
費
用
対
効

果
、
駐
車
料
金
減
免
手
続
き
、
減

免
の
手
法
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防災無線戸別受信機
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
有
財
産
の
有
効
活
用

市
長

部
長

総
務
部
長

財
務
部
長

財
務
部
長

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

林田  哲幸 議員
（会派：新たな風）

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

坂本  弘樹 議員

観
光
商
工
部
長

人
口
減
少
問
題

木
造
家
屋
の
耐
震
化
を
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
正
月
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
あ
っ
た
。
道
路
は
寸
断
さ

れ
、
上
下
水
道
管
は
破
裂
し
、
停

電
し
て
孤
立
し
、
全
く
支
援
が
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
、
市
の

指
定
避
難
所
で
は
ど
の
よ
う
に
対

応
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
飲
料
水
は
５
０
０

㎖
を
８
４
１
５
本
、
２
ℓ
を
３
２

０
２
本
備
蓄
し
て
い
る
。
自
家
発

電
を
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
２
カ
所
、
軽
油
４

カ
所
、
重
油
１
カ
所
の
７
カ
所
の

指
定
避
難
所
に
用
意
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
停
電
や
断
水

に
よ
り
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用
で
き

な
い
場
合
、
携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易

ト
イ
レ
を
活
用
す
る
。

　
　
　
　
市
の
指
定
避
難
所
11
カ

所
の
停
電
・
水
・
ト
イ
レ
な
ど
の

問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
、
太
陽

光
発
電
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
で
設

置
し
て
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
庁
舎
内
で
既
に
蓄
電
池

を
含
め
て
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
能
登
半
島
の
輪
島
市
で

は
木
造
家
屋
が
多
く
倒
壊
し
火
災

が
発
生
し
た
。
市
の
木
造
家
屋
耐

震
化
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
市
内
の
木
造
家
屋

は
１
万
２
９
０
０
戸
で
、
そ
の
う

ち
約
４
千
戸
、
30
％
ほ
ど
が
耐
震

化
さ
れ
て
い
な
い
と
み
て
い
る
。

　
　
　
　
市
は
耐
震
化
推
進
の
補

助
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
物

価
高
騰
の
折
、
耐
震
改
修
工
事
費

補
助
限
度
額
の
90
万
円
を
引
き
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
現
行
の
耐
震
基
準
や
国

の
補
助
内
容
の
見
直
し
の
可
能
性

が
あ
り
、
県
と
と
も
に
今
後
の
国

の
動
向
を
注
視
し
、
今
後
の
補
助

内
容
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

停電・水・トイレ
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

消防本部体制の広域化
　
　
　
　
雲
仙
市
の
消
防
本
部
は

２
つ
の
広
域
消
防
本
部
に
属
し
て

お
り
、
圏
域
を
超
え
た
連
携
・
協

力
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
は
。

　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
体
制
の

現
状
は
合
併
前
か
ら
旧
５
町
が
県

央
地
域
、
旧
２
町
が
島
原
地
域
と

２
つ
の
消
防
本
部
の
管
轄
と
な
っ

て
お
り
、
１
つ
の
市
が
複
数
の
消

防
本
部
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
九

州
内
で
は
本
市
の
み
と
い
う
他
に

類
を
見
な
い
状
況
で
あ
る
。
国
は

消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
方

針
を
示
し
、
長
崎
県
で
も
県
下
１

消
防
本
部
を
消
防
広
域
化
の
基
本

案
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
市
の

問
題
解
決
に
つ
な
が
る
た
め
、
平

成
30
年
度
以
降
、
毎
年
、
県
へ
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
県
下
一
本
化
は
な
か
な

か
難
し
い
問
題
で
あ
る
か
と
思
う

が
、
雲
仙
市
の
消
防
行
政
の
課
題

は
こ
の
問
題
解
決
で
あ
る
。
今
後

も
継
続
し
て
議
論
を
行
い
本
市
の

状
況
を
訴
え
続
け
る
事
し
か
な
い

の
で
、
引
き
続
き
執
行
部
の
粘
り

強
い
努
力
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
消
防
本
部
体
制
の
課
題

解
決
は
旧
７
町
が
合
併
し
た
雲
仙

市
発
足
以
来
の
長
年
の
懸
案
で
あ

る
。
今
般
、
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
中
、
本
市
は
２
つ
の
消

防
本
部
に
属
す
る
と
い
う
全
国
で

も
稀
な
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
緊

急
時
の
圏
域
を
超
え
た
連
携
・
努

力
に
不
安
を
抱
え
る
と
と
も
に
人

口
減
少
と
将
来
の
財
政
負
担
を
考

え
た
と
き
事
業
効
率
化
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き

県
へ
の
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、

所
属
す
る
広
域
市
町
村
圏
組
合
と

も
協
議
を
行
い
、
懸
案
が
解
決
、

解
消
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員

消
防
本
部
体
制
の
現
状
は

議
員

総
務
部
長

市
長

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

大山  真一 議員
（会派：創新・公明）

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

小田  孝明 議員

集
落
の
孤
立
で

停
電
・
水
・
ト
イ
レ
が
大
変

総
務
部
長

建
設
部
長

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　

　
　
　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す

る
現
状
の
人
口
の
推
移
と
今
後
の

人
口
減
少
の
捉
え
方
は
。

　
　
　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
短
期

目
標
と
し
て
、
令
和
７
年
に
人
口

４
万
人
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
た
が
、
令
和
５
年

４
月
に
推
計
人
口
が
４
万
人
を
下

回
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
で
き
る
限

り
早
い
時
期
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

目
標
水
準
に
近
づ
け
、
長
期
目
標

で
あ
る
２
０
６
０
年
に
人
口
約
３

万
人
を
確
保
し
、
そ
の
後
も
長
期

的
に
３
万
人
程
度
の
人
口
を
維
持

で
き
る
よ
う
、
様
々
な
分
野
か
ら

多
角
的
な
施
策
の
構
築
に
努
め

る
。

　
　
　
　
合
併
特
例
期
間
が
終
了

し
、
地
方
交
付
税
が
減
少
し
て
い

る
。 

人
口
減
少
も
関
係
し
て
い
る

の
か
。
そ
の
関
係
と
今
後
の
見
通

し
は
。

　
　
　
　
　
　
地
方
交
付
税
の
中

の
普
通
交
付
税
は
人
口
減
少
に
伴

い
額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
具

体
的
数
値
で
は
、国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
て
い

る
雲
仙
市
の
２
０
５
０
年
推
計 

人
口
で
あ
る
２
万
３
６
０
９
人
、

こ
の
人
口
を
令
和
５
年
度
に
置
き

換
え
て
試
算
す
る
と
、
普
通
交
付

税
は
約
22
億
７
千
万
円
減
少
す
る

と
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　
　
歳
入
が
減
れ
ば
歳
出
も

減
る
の
で
、
今
後
の
見
通
し
を
聞

き
た
い
。

　
　
　
　
令
和
５
年
度
の
決
算
額

と
中
期
財
政
計
画
最
終
年
と
な
る

令
和
８
年
度
を
比
較
す
る
と
義
務

的
経
費
に
つ
い
て
は
６
億
６
７
０

０
万
円
、
4.3
％
の
減
。
投
資
的
経

費
は
９
億
２
３
０
０
万
円
、
21
・

５
％
の
減
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
義
務
的
経
費
を
減
ら
す

た
め
に
職
員
の
数
も
人
口
減
少
と

共
に
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

人口減少と財政運営
議
員

議
員

議
員

議
員

　
　
　
　
防
災
無
線
戸
別
受
信
機

の
役
割
と
重
要
性
は
。

　
　
　
　
国
と
連
携
し
て
、
本
市

で
発
生
す
る
地
震
な
ど
、
災
害
情

報
の
発
信
や
大
雨
な
ど
で
市
が
発

令
す
る
避
難
指
示
を
一
刻
も
早
く

市
民
に
伝
達
し
、
速
や
か
に
避
難

所
開
設
の
情
報
の
周
知
を
行
う
な

ど
、
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
市
内
で
飲
食
店
を
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
こ
の
受
信
機
を
有

料
で
も
い
い
か
ら
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
と
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
が
、
１
世
帯
に
１
台
の

貸
与
な
の
で
住
居
と
別
に
店
舗
や

作
業
場
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
は
現

状
で
き
な
い
と
説
明
さ
れ
た
。
要

綱
に
「
市
内
で
事
業
を
営
む
事
業

主
」
な
ど
を
加
え
た
ら
ど
う
か
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
費
用
の
問
題
も
あ

る
。
店
舗
な
ど
に
お
い
て
も
災
害

情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
防
災
ラ

ジ
オ
が
安
価
で
工
事
も
不
要
な
の

で
、
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か

考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
お
盆
・
正
月
・Ｇ
Ｗ
の

時
期
に
観
光
客
に
加
え
、
帰
省
客

が
増
え
、
実
家
の
敷
地
に
車
を
停

め
ら
れ
ず
、
近
所
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
探
す
方
が
お
ら
れ
る
が
、
市

の
施
設
の
駐
車
場
に
車
を
停
め
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
施
設
利
用
者
以
外

の
方
の
駐
車
は
遠
慮
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
マ
リ
ン
パ
ー
ク
駐
車
場

の
機
械
化
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
化
に
向

け
て
早
期
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
マ
リ
ン
パ
ー

ク
全
体
の
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

中
で
機
械
の
タ
イ
プ
や
費
用
対
効

果
、
駐
車
料
金
減
免
手
続
き
、
減

免
の
手
法
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防災無線戸別受信機
議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
有
財
産
の
有
効
活
用

市
長

部
長

総
務
部
長

財
務
部
長

財
務
部
長

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

林田  哲幸 議員
（会派：新たな風）

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

坂本  弘樹 議員

観
光
商
工
部
長

人
口
減
少
問
題

木
造
家
屋
の
耐
震
化
を
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金澤市政のここが聞きたい

島
原
半
島 

市
議
会
議
員 

合
同
研
修
会

　
こ
の
合
同
研
修
会
は
、
島
原
半

島
と
い
う
地
理
的
に
不
利
な
条
件

や
諸
問
題
を
克
服
し
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
を
代
表
す
る

半
島
３
市
の
議
員
が
情
報
を
共
有

し
、
協
働
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
の
共
通
認
識
の
も
と
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
合
同
研
修
会
で
は
、「
島
原
半

島
の
み
ら
い
に
つ
い
て
」と
題
し
、

長
崎
県
産
業
労
働
部
長
、
宮
地
智

弘
氏
に
貴
重
な
講
義
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
島
原
半
島
の
人
口
の
動
き
、
各

市
が
有
す
る
工
業
団
地
に
お
け
る

産
業
振
興
、
長
崎
県
産
業
振
興
財

団
に
よ
る
企
業
誘
致
活
動
、
長
崎

県
の
産
業
支
援
制
度
な
ど
を
学

び
、
今
後
の
３
市
議
会
の
活
動
と

議
員
間
の
親
交
を
深
め
る
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
研
修　

令
和
６
年
８
月
８
日
、
第
13
回
島
原
半
島
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
が
島
原
市
の
ホ
テ
ル
シ
ー
サ
イ
ド
島
原
で
開

催
さ
れ
、
３
市
議
会
の
多
く
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

議員研修・会議報告

　
　
　
　

　
　
　
　災
害
と
は
別
に
、
岸
田

政
権
の
も
と
で
空
前
の
値
上
げ

ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
て
い
る
。
主
食
の

米
が
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
な
い
。あ
っ

た
と
し
て
も
高
く
て
買
え
な
い
。

そ
う
い
う
時
に
災
害
が
襲
っ
て
き

た
ら
市
民
の
暮
ら
し
は
本
当
に
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
雲
仙
市
の
国

保
税
は
県
下
で
非
常
に
高
い
も
の

だ
と
聞
く
。
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
。
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
本
市
の
国
保
の
状
況
だ

が
、
令
和
２
年
度
末
に
１
万
３
４

３
８
人
で
あ
っ
た
被
保
険
者
数
が

３
年
間
で
１
３
８
２
人
減
少
し
て

い
る
。
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に

よ
り
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
と
４

年
度
を
比
較
す
る
と
約
４
万
円
増

加
し
て
い
る
。
安
定
的
な
国
保
運

営
を
行
う
た
め
、
令
和
６
年
度
か

ら
国
保
税
率
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。

　
　
　
　モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
い
く

と
東
京
も
雲
仙
市
も
約
54
万
円
で

非
常
に
大
き
な
数
字
だ
。
支
援
も

含
め
て
生
活
で
き
る
税
金
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　長
崎
市
、
大
村
市
は
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
す

で
に
導
入
し
、
諫
早
市
が
取
り
組

む
方
向
を
決
め
た
。
私
は
大
い
に

進
め
て
い
く
べ
き
制
度
だ
と
考
え

る
。
雲
仙
市
と
し
て
他
の
自
治
体

を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
に
お
い
て

第
１
回
長
崎
県
人
権
施
策
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
施

策
の
方
向
性
を
整
理
し
て
い
る
。

今
後
も
県
や
県
内
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
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員

議
員
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員

市
長
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活
で
き
る
国
保
税
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

上田  　篤 議員

地
域
振
興
部
長………………………………………………

長崎県への施策に関する要望・提案書の提出
令和６年8月5日（月）

　本市が抱える諸課題13項目について、市議会、市長
部局との合同で大石県知事および徳永県議会議長に対
し要望活動を行いました。13項目のうち地域の喫緊の
課題である「愛野～小浜間の幹線道路整備について」
「県管理河川の改良と維持管理について」「国立公園雲
仙指定100周年に向けた整備について」の３項目につ
いて強く要望し、県知事より回答をいただきました。

………………………………………………
第38回長崎県消防ポンプ操法大会
令和６年8月4日（日）

　第38回長崎県消防ポンプ操法大会が大村
市の長崎県消防学校で開催され、多くの議員
が激励しました。雲仙市代表として、瑞穂支
団、千々石支団が出場され、ポンプ車の部で
瑞穂支団が第３位入賞、千々石支団が小型ポ
ンプの部で第５位という素晴らしい成績を収
められました。

………………………………………………
長崎県市議会議長会臨時総会
令和６年 8月２1日（水）

　本臨時総会では、前期の事務報告や来年度
の各市負担金、各市議会から提出された議案
審議等が行われ、いずれも採択されました。
また、各市議会から提案された議案を基に作
成された２議案が、九州市議会議長会第３回
理事会に長崎県市議会からの共同議案として
提出することも決定しました。

議会のうごき議会のうごき

………………………………………………
長崎県市議会議長会議員研修会
令和６年 8月２2日（木）

　長崎県市議会議長会議員研修会が佐世保市で開催
され、多くの議員が出席しました。
　地方議員研究会の黒瀬雄大氏に「老朽化に備える公
共施設マネジメント政策について」と題しての講義を受
けました。 施設維持管理の効率化、公共施設の再配置
や再利用、地域住民との協働による地域活性化などの戦
略を検討する必要性を学び、有意義な研修となりました。
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金澤市政のここが聞きたい
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原
半
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市
議
会
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同
研
修
会

　
こ
の
合
同
研
修
会
は
、
島
原
半

島
と
い
う
地
理
的
に
不
利
な
条
件

や
諸
問
題
を
克
服
し
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
民
を
代
表
す
る

半
島
３
市
の
議
員
が
情
報
を
共
有

し
、
協
働
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
の
共
通
認
識
の
も
と
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
合
同
研
修
会
で
は
、「
島
原
半

島
の
み
ら
い
に
つ
い
て
」と
題
し
、

長
崎
県
産
業
労
働
部
長
、
宮
地
智

弘
氏
に
貴
重
な
講
義
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
島
原
半
島
の
人
口
の
動
き
、
各

市
が
有
す
る
工
業
団
地
に
お
け
る

産
業
振
興
、
長
崎
県
産
業
振
興
財

団
に
よ
る
企
業
誘
致
活
動
、
長
崎

県
の
産
業
支
援
制
度
な
ど
を
学

び
、
今
後
の
３
市
議
会
の
活
動
と

議
員
間
の
親
交
を
深
め
る
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
研
修　

令
和
６
年
８
月
８
日
、
第
13
回
島
原
半
島
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
が
島
原
市
の
ホ
テ
ル
シ
ー
サ
イ
ド
島
原
で
開

催
さ
れ
、
３
市
議
会
の
多
く
の
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

議員研修・会議報告

　
　
　
　

　
　
　
　災
害
と
は
別
に
、
岸
田

政
権
の
も
と
で
空
前
の
値
上
げ

ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
て
い
る
。
主
食
の

米
が
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
な
い
。あ
っ

た
と
し
て
も
高
く
て
買
え
な
い
。

そ
う
い
う
時
に
災
害
が
襲
っ
て
き

た
ら
市
民
の
暮
ら
し
は
本
当
に
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
雲
仙
市
の
国

保
税
は
県
下
で
非
常
に
高
い
も
の

だ
と
聞
く
。
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
。
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
本
市
の
国
保
の
状
況
だ

が
、
令
和
２
年
度
末
に
１
万
３
４

３
８
人
で
あ
っ
た
被
保
険
者
数
が

３
年
間
で
１
３
８
２
人
減
少
し
て

い
る
。
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に

よ
り
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
と
４

年
度
を
比
較
す
る
と
約
４
万
円
増

加
し
て
い
る
。
安
定
的
な
国
保
運

営
を
行
う
た
め
、
令
和
６
年
度
か

ら
国
保
税
率
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。

　
　
　
　モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
い
く

と
東
京
も
雲
仙
市
も
約
54
万
円
で

非
常
に
大
き
な
数
字
だ
。
支
援
も

含
め
て
生
活
で
き
る
税
金
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　長
崎
市
、
大
村
市
は
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
す

で
に
導
入
し
、
諫
早
市
が
取
り
組

む
方
向
を
決
め
た
。
私
は
大
い
に

進
め
て
い
く
べ
き
制
度
だ
と
考
え

る
。
雲
仙
市
と
し
て
他
の
自
治
体

を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。
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P４ 令和５年度 決算注目事業
P８ 常任委員会報告
P13 市政を問う「一般質問」
P19 議会のうごき

主な内容主な内容

令和元年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【揺れる水鏡／撮影場所：小浜町 白雲の池】

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

議会を傍聴してみませんか？

委 員 長　大山 真一　　
副委員長　矢﨑 勝己
委　　員　上田 　篤、平野 利和
　　　　　坂本 弘樹、藤本 淳次郎

議会広報編集特別委員会

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会
広報編集特別委員会（議会事務局）までお寄せください。

お知らせ

11月21日（木）～
　 12月12日（木）です

令和6年第４回雲仙市議会定例会の
会期日程（案）は

■一般質問　１１月２５日（月）～ ２８日（木）        
■議案質疑　１２月２日（月）
■委員会

※一般質問の日程は、質問者数など
により変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、
議場へ足をお運びください。

文教厚生常任委員会　１２月３日（火）
産業建設常任委員会　１２月３日（火）・４日（水）
総務常任委員会　　　１２月４日（水）

市議会にタブレットを導入しました！
　令和６年第３回定例会から、市議会にタブ
レットを導入しました。導入の経緯としては、
令和４年３月23日に設置した「議会活性化
特別委員会」において調査や検討を重ねまし
た。タブレットの活用については、議会運営
や議員活動の効率化において大変便利で活用
のメリットが大きいとの判断から、紙資料と
併用で導入することにしました。

　タブレットでは、クラウドに保存した議案
や参考資料などの閲覧やインターネットによ
る情報収集など必要な情報をすぐに調べるこ
とができます。
　将来的には紙資料を削減していくことや、
オンラインによる研修・会議への利用など議
会活動の活性化につなげていきたいと思いま
す。

　暑い暑い夏がやっと終わり、過ごし
やすい季節となりました。皆様いかが
お過ごしでしょうか。
　秋の収穫も終わり、11月23日は勤
労感謝の日です。宮中では宮中祭祀の
一つである新嘗祭が執り行われます。
労働と秋の実りに感謝し、美味しい新
米を味わいましょう。
　今度はすぐに寒い冬がやってきます。
新型コロナ、インフルエンザなどの感
染症が気がかりな季節となりますの
で、万全な体調で冬に備えましょう。

（坂本 弘樹）


